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に焦点を当てた。                                     
【対象および方法】  
アデノ随伴ウイルスベクターを用いて Ca インジケーターをマウスの大脳島
皮質に導入し、 AI へ GRIN レンズを埋め込んだのちに、頭部に固定した微小蛍
光顕微鏡を用いて、マウス自由行動下での Ca イメージングによる神経活動の記
録を行った。                         
【結  果】  
ホームケージにテストマウスと別のマウス (stranger)を入れて観察した。テ
ストマウスは、 stranger と接触する社会的行動を示した。 AI ニューロン (737
個 )の細胞記録を解析したところ、社会的行動に相関して活動する Social-ON
細 胞 (22.8%,168 個 ) と 、 反 対 に 社 会 的 行 動 を 示 さ な い と き に 活 動 す る









逆の活動をする Social-OFF 細胞が同定された。  
【考  察】  





る。また、IC の構造と機能は、統合失調症や ASD などの精神疾患において変化
することが知られており、今後、これらの疾患の解析が進むことが期待される。  
【結  論】  
AI ニューロンの 2 つのサブセット Social-ON 細胞と Social-OFF 細胞を同定
した。 Social-ON 細胞は、特定の行動状態または特定の物理的接触下で、活動
の上昇がみられる複数のサブセットを構成した細胞が含まれる。                                     
